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NEWSLETTER
「新学会設立趣意書、そして研究科の発展と 

本学会のこれから」 

幹事長 田尻 利恵子 

私たちの関西大学大学院外国語教育学研究科が、ここ千里の丘に博

士課程前期課程・後期課程を併せ持つ本格的な外国語教育学研究科

として、呱々のうぶ声をあげて以来３年目に入っています。現在では約１

００人の院生の皆さんが研究活動に取り組むまでになりました。前期課程

の修了生も出すことが出来ました。後期課程の修了生が出ることが予定

されている現在、新しい学会の設立を呼びかける時期が来たと判断いた

します。それは次のような理由によります。 

 

１ 院生の皆さんが、関西大学大学院外国語教育学研究科を修了した

からといって、研究活動が終わりになるということはありません。修了生の

皆さんが引き続き積極的な研究活動を続行し、私たちの研究科の修了

生として活躍するためには、基本母体の組織が必要と考えます。そのた

めには新学会を設立し、受け皿を準備することが要求されます。 

 

２ 教員側としても、修了生とコンタクトを保ちつつ、協力して更なる研究

の発展を維持する必要があります。お互いの人的パワーをあわせて、広

い研究のネットワークを構築することは、私たちの研究科の発展のため

の必須事項と考えます。 

 

３ 現役の院生と修了生が、先輩、後輩として一堂に会し、研究と親睦を

図る組織母体が必要となります。これから続く研究科の将来を見通して、

増加していく修了生同士の研究協力、親睦、融和、発展のための組織を

必要とします。 

 

以上の趣旨により、新学会の設立をよびかけます。 

           ２００４年６月１６日

これは、本学会が設立された時の設立趣意書です。昨年は

外国語教育学研究科創立１０周年記念シンポジウムが開催さ

れ、本学会も設立されてから９年が経ちました。この間に、７回

の研究大会、ならびに研究会を開催することができましたこと

は、先生方をはじめとする会員の皆様のご協力のお陰です。改

めまして、感謝申し上げます。本学会の目的は、上記の設立趣

旨を踏まえて、学術の向上、発展、会員相互の親睦を図ること

です。６月２２日に行われた研究会では、修了生でもあられる池

田真生子准教授の「論文作成のヒント」というタイトルでのご講

演、博士課程在籍で日本学術振興会特別研究員としてもご活

躍の植木美千子さんには「研究で困らないための超入門ワーク

ショップ」 と題してお話して頂きました。在学中の院生のために

お忙しい中ご準備を進めて下さり、後輩を思いやることばが講

演中やワークショプの随所に見られ、きっと参加された会員の

皆様は、他学会では感じることのできない心温まる雰囲気を感

じていただけたのではないでしょうか。ここに本学会の特徴と

もいえるアットホームな学会、つまり他学会にはない一面をみ

ることができます。 

 さて、この本学会も今後の研究科の発展のために、少しず

つ役員の世代交代をすべき時期に差し掛かっています。そこ

で、ぜひ皆様にご協力頂きたいのが、新役員へのご協力で

す。次年度より、役員に新たなメンバーを加えて、本研究科の

発展のために、本学会を牽引していただけたらと考えておりま

す。皆様、それぞれにご活躍中でお忙しいかとは存じます

が、役員へのご協力をお願いできませんでしょうか。どうぞ宜

しくお願い申し上げます。このニュースレターをご一読頂き、

役員としてご協力を頂ける方がいらっしゃいましたら、田尻

（bcbgparie@ybb.ne.jp）までお知らせ下さい。今年度も外教学

会での研究大会で皆様にお会いできますことを楽しみしてい

ます。 
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去る２月１６日（土）、岩崎記念館において関西大学外国語教

育学会第７回大会が開催されました。今回は「新時代の外国語

教育」を大会テーマとし、学校種を問わず現場で活躍されてい

る教員の方々を始め、大学生や院生を含む約５０名の参加者を

得て、成功裏に幕を閉じました。 

基調講演では、関西大学教授のカイト由利子先生とカナディ

アン・アカデミー中・高等部外国語学科主任の佐藤奈津先生を

お迎えし、「国際バカロレアの外国語教育：インターナショナル

スクールの例より」というテーマでお話いただきました。まず、カ

イト先生より「国際バカロレア（IB）」の概念や国際的な取り組み

状況について、また「インターナショナルスクール」の概要をご

紹介いただき、次に、佐藤先生より豊富な資料をご提示いただ

きながら、インターナショナルスクールでの外国語教育の実践を

ご報告いただきました。クリティカル思考学習や探求型学習に

ついての実践報告は、刺激的で興味深いものだったと思いま

す。日本では、今、外国語教育のあり方が根本から問い直され

ており、まさに「外国語教育の過渡期」にあると言えます。そのよ

うな中で、IB プログラムが謳う「全人格教育」の内容と、文科省

による「新学習指導要領」や「グローバル人材育成構想」の理念

とを比較し、深く考える機会が得られたことは、今後の日本の外

国語教育を見つめ直す上でも、大変有意義でした。お忙しい

中、貴重な資料をご用意いただき、ご講演くださいましたカイト

先生と佐藤先生に心よりお礼申し上げます。 

研究発表の部門におきましては、今回、初めての試みとして

「ニュースター枠」*を設け、帝塚山学院大学の田中絵理佳さん

に「日韓の中学英語教科書の比較」について発表していただき

ました。田中さんの研究は、これまであまり例のない、リスニング

活動に焦点を絞ったものであり、韓国の中学校で使用されてい

る英語教材の利点が明らかにされました。韓国同様、小学校か

ら英語教育の導入を始めた日本の教育界において、この調査

結果は興味深いものであると考えます。 

また、中国語教育に関しては、関西大学大学院の馮時さんよ

り「日本の中国語教学における成語教学について」というテーマ

で発表していただきました。これは、中国独特の言語文化のひ

とつである成語というものが、日本の中国語教育でどのように扱

われているのかを、日中の教材比較を通して調査研究したもの

第７回研究大会報告 研究委員長 神道美映子 

であり、日本での成語教育がまだまだ不十分であることが指

摘されました。 

さらに、調査報告の部門では、関西大学大学院の小久保

有美さんより「日本のインターナショナルスクールで教育をう

けた日本人生徒４名の感情表現における意識調査」というタ

イトルでの発表がありました。日本語を母語としながら、低年

齢から英語のみでの教育を受けた生徒たちの内面に迫った

本調査では、優勢言語と感情表現との結びつきや、彼らが

抱える言語使用に対する不安感などが浮き彫りにされまし

た。グローバル人材の育成が叫ばれる昨今、日本で生活し

ながらも英語での教育を受ける子供は、今後増えていく可能

性が高いでしょう。小久保さんの発表は、子供たちがそのよう

な教育プログラムを受ける場合、留意すべき点は何なのか、

バイリンガルとして生きる子供たちのアイデンティティはどの

ように形成されるのかなど、あらゆる角度からの研究の必要

性が感じられるものでした。 

大会終了後の茶話会では、ご発表いただいた方々ととも

に和やかな雰囲気で交流の場を持つことができました。この

ような場を情報共有のきっかけとし、今後の研究活動に役立

てていただけることを願っております。 

この度、本大会の準備にあたりご尽力くださいました会長

の西川和男教授、田尻利恵子幹事長、そして学会役員の皆

様に、心よりお礼申し上げます。ありがとうございました。 

最後に、今回の大会参加者の中にインターナショナルスク

ールに在籍する現役高校生の姿があったことをご紹介して

おきます。教師を志しているという彼女は、引率してくださっ

た先生とともに参加し、「本当に来てよかった」という感想を残

してくれました。自分自身を客観的に見つめ、しっかりと目標

を定めて前進する彼女の姿は、まさに IB プログラムの成果

なのかも知れませんね。 

 

＊「ニュースター枠」とは学部生を対象とし、本学会での発

申し込みがあった場合に、大会実行委員会により、今後、さ

に研究を深めていく可能性があると認められた場合に、その

卒業論文に基づいて発表をしていただくものです。 

 

田中絵理佳さん 小久保有美さん 馮時さん 
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今年度よりこれから研究の道に進もうという学部生が

発表できる場（通称：ニュースター枠）を設け、この３月に

帝塚山学院大学を卒業された田中さんが第１号として、

卒業研究で行った日韓の英語教科書比較について発

表された。発表では、日本人と韓国人の英語コミュニケ

ーション能力の差に興味を持った動機、特に両国高校

生のリスニング能力の差が目立つことが判明した先行研

究、その結果、中学校の英語教育に注目し、両国教科

書のリスニング活動を分類、分析した結果を丁寧に説明

された。注目すべき結果は、韓国の中学校教科書に含

研究発表１ 「日韓の中学校英語教科書の比較」 田中絵理佳 （帝塚山学院大学４回生） 

まれるリスニング活動は、”Listening as Acquisition”

と”Listening as Comprehension”がバランスよく含まれて

いる一方、日本の教科書は、”Listening as Acquisition”

の割合が多く、リスニング活動においても意味理解よりも

言語にフォーカスが置かれていることが明らかになったこ

とだ。田中さんは現在、大学院進学を目指して更なる勉

強と準備をすすめていらっしゃる。これからも彼女のよう

な研究者の卵を応援できる学会であり続けたい。   

（近藤睦美） 

研究発表２ 「日本の中国語教学における成語教学について」 馮時（関西大学大学院） 

中国語教育に関する研究発表では、馮時さんよ

り、日本の中国語教育での成語の扱いについて、日

中の中国語教材の比較調査による結果の報告があ

り、また、その結果をふまえての教学の問題点が指摘

された。 

研究手法としては、まず、日本の大学で使用され

ている「読む・話す」に重点を置いた、一般的な形式

の中国語教科書３５冊を「初級」「準中級」「中級」「準

上級」「上級」にレベル分けし、各々の教科書の成語

の収録状況を調査分析した。次に、中国の対外中国

語教育用教材３８冊における成語の収録状況につい

ても同様に調査分析し、それらを比較検討している。 

 その結果、中国の対外中国語教育用教材での成

語の扱いに比べて、日本の中国語教科書において

は、成語が扱われる頻度がかなり低く、提示のしかた

にも改善の余地があることが指摘された。日本の中国

語教科書では成語が扱われるのは、ほぼ中級以上 

に限られている上、成語の収録があっても解説が不十

分であったり、実際に成語を使った作文練習までは配

慮されていなかったりしているということである。一方

で、日本で出版されている成語学習に特化した教材

や書籍についても触れられているが、これらも、意味

解説に偏ったものであったり、作文練習問題はあって

も文法解説がなかったりと、成語習得のための教材と

するには、まだまだ足りない部分があるという指摘があ

った。 

成語は中国での日常のあらゆる場面、さまざまなメ

ディアにおいて使用頻度が非常に高いものであり、中

国語学習者にとってその習得が欠かせないことは、中

国語教育に携わる者であれば誰もが認識していること

であろう。今後の中国語教育に成語教育をどのように

取り入れるべきか、今一度、教材を見直し、検討してい

かなければならないと感じた。（神道美映子） 

調査報告「日本のインターナショナルスクールで教育を受けた日本人生徒４名の感情表現における意識調査」 

小久保有美（関西大学大学院） 

小久保さんご自身のお子さんがインターナショナル

スクールに通われており、言語習得が進むにつれて感

情表現が難しくなり、お子との意思疎通が難しくなって

きたことが本調査の動機となっている。本調査は、小学

校１年生から日本のインターナショナルスクールに通

学している日本人男子高校生４名を対象に行われた。

女子生徒の協力者がいなかったことが残念ではある

が、４名の高校生に対して質問紙による調査と面接、さ

らに彼らの母親との面接調査を実施しており、大変丁

寧な調査結果と考察が報告された。 

インターナショナルスクールに通っていると、日常生

活で使用する言語は英語なのかと思ってしまうが、必

ずしも学校で使用している英語が優勢言語にならない

ということがわかった。優勢言語が日本語か英語か 

によって、それぞれの感情表現の仕方が異なることが

大変興味深かった。両親の優勢言語が日本語で子

供の優勢言語が英語だと、日本のしつけや規範など

を子供が理解できないという問題が生じてくるため、

親子間のコミュニケーションが難しいということがわか

った。また、両親と子供の優勢言語が日本語の場合

は、親子間のトラブルはないが、英語を話す先生に

感情をうまく英語で表現することができずに自分自身

をコントロールしてしまう傾向にあることもわかった。 

同じインターナショナルスクールに通学していても、

優勢言語によって感情表現の仕方が異なることは大

変興味深い結果だと思った。今回は調査報告として

発表されたが、機会があれば次回は論文発表をして

いただきたいと思った。（船越貴美） 
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基調講演 新時代の外国語教育「国際バカロレアの外国語教育：インターナショナルスクールの例より」

カイト 由利子（関西大学・外国語教育学研究科） 

佐藤 奈津（カナディアン・アカデミー 中・高等部 外国語科主任） 

国際バカロレアとは、スイスのジュネーブに本部を

置いている国際バカロレア機構が実施している試験

及び資格のことで、この資格は国際的に認められて

いる大学入学資格の一つである。日本のインターナ

ショナルスクールは文部科学省が認可していないた

めに、日本の高校卒業資格が与えられていない。し

かし、国際バカロレア資格があれば日本だけでなく海

外の大学を受験する受験資格を得られる。文部科学

省が５年以内に２００校増やす計画を示してから、に

わかに注目されるようになった。 

講演は前半、カイト先生が日本のインターナショナ

ルスクールと国際バカロレアの概要について説明し、

その後佐藤先生が国際バカロレアのカリキュラムに基

づいた教育を、どのように日本のインターナショナルス

クールで実践されているかを具体的に話された。国際

バカロレアの概要を理解してから教育現場での実践

を聞くことができたので、非常にわかりやすかった。 

 カイト先生からはまず始めに「なぜ国際バカロレアな

のか」という問いをフロアに投げかけられた。文部科学

省は５年以内に国際バカロレア資格を取得可能な、ま

たはそれに準じた教育を行う学校を２００校程度へ増

加させるという発表をした。これは、「グローバル人材

育成推進会議」の中間まとめと「日本再生のための戦

略に向けて」という閣議決定で示された方針である。

このことにより、国際バカロレアは大会テーマにふさわ

しい内容であることを示された。実際、国際バカロレア

の教育理念人材育成の目標と改定された新学習指

導要領の基本的な考え方は類似点が多く、新時代の

人材育成プログラムとして注目を集めていることを指 

摘された。また、日本のインターナショナルスクールの

概要と国際バカロレアの概要を説明し、国際バカロレ

アの目指す全人教育がどのようなものなのかを説明し

てくださった。 

佐藤先生からは具体的な指導法や教員による評価

の方法について例を挙げて説明があった。国際バカロ

レア試験は暗記ではなく論文記述によるものなので、

学習評価にも多くの論文作成が課せられていることが

わかった。日本の暗記中心の教育とはかなり異なるの

で、教員の研修が大きな課題となっている。国際バカ

ロレアの認定校になるためには、学校のカリキュラムの

改定と教員の研修が求められる。全人教育を通じて、

国際社会に貢献できる人材育成をするという大きな目

標は、日本の将来を担う子供たちに与えるべきすばら

しい教育であると思うが、一方で教える側の信念と熱

意がなければ成り立たないことが浮き彫りになった。 

最後に今後５年以内に２００校の認定という目標を文

部科学省は掲げているが、果たしてこの数字は現実的

なものなのか、フロア全体に問いかけられた。新学習

指導要領により、ゆとり教育は終わりを迎えたが、国際

バカロレアの教育理念人材育成の目標と新学習指導

要領との類似点と相違点を比較し、学校教育法第１条

に規定されている学校でも国際バカロレアに認定する

学校を増やすことは可能であろう。現状では、国立大

学の附属学校が国際バカロレアの認定を文部科学省

より後押しされているという。公立や私立学校でも普通

に国際バカロレアの認定を受けられるように、教員の

研修制度や補助金制度の充実が切に求められる。

（船越貴美） 
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去る６月２２日、岩崎記念館において「関西大学外国語

教育学会研究会２０１３」を盛会のうちに終えましたことをご

報告いたします。今回は、院生を中心に多数の参加者を

迎え、大変活気のある研究会となりました。 

「論文作成のヒント」と題した池田真生子先生のご講演で

は、論文のプロットの立て方から執筆のマナーに至るまで、

論文作成のためのノウハウを実に具体的かつ丁寧にご教

示いただきました。実際に池田先生がご使用になられたデ

ータ収集のための「承諾書」の文書例や、論文アウトライン

の覚え書き等をご提示くださるなど、まるで手の内を見せて

いただくような親身なご講演は、これから修論・博論を執筆

される参加者の皆様にとって大変貴重なお話であったと思

います。私自身も、初心に返って勉強させていただくことが

できました。 

また、「研究で困らないための超入門ワークショップ」で

は、日本学術振興協会研究員の植木美千子氏が、身近な

題材を例に挙げつつ、ユーモアたっぷりに「研究とは何か」

をご教示くださり、笑い声の絶えないワークショップとなりま

した。教員、修了生、院生が共に、和やかにワークショップ

に参加している光景は、本学会ならではのものだと感じま

研究会報告 研究大会委員長 神道美映子 

講演 「論文作成のヒント」   

講師 池田真生子（関西大学准教授） 

した。「研究者としての観点」を養う例として、「昨年の紅

白歌合戦で白組が勝ったのは何故か」をテーマに、さま

ざまなデータをもとに、あらゆる角度から勝因を論理的に

分析していく手法は大変印象に残りました。池田先生と

植木氏には、お忙しい中、本研究会のために豊富な資

料をご用意いただき、また、学術研究についてのノウハウ

を詳しくご教示いただきまして、本当にありがとうございま

した。今回の研究会に参加された方々はきっと、「さあ！

明日から研究活動を頑張ろう！」という気持ちになられた

ことと思います。 

最後になりましたが、いつも学会活動を支えてくださっ

ている西川先生、お忙しい中、お運びくださいました竹

内先生、本日の総会のために監査の作業をしてください

ました沈先生、山崎先生、そして、研究会運営にご協力

くださいました田尻幹事長をはじめとする役員の皆様に

心よりお礼申し上げます。どうもありがとうございました。 

今後とも、外国語教育学研究科の特色を生かし、皆様

に積極的にご参加いただける研究会を、どんどん企画し

て参りたいと存じます。 

論文作成のための手順を８ステップに分けご教授し

て頂きました。実際に先生がお作りになったデータ収集

のリストや、論文のアウトラインを書かれた具体的な例を

ご提示してくださり、論文のテーマを決めるところから執

筆、校正、完成に至るまでを詳しくご講演くださいまし

た。 

１） 先行研究をまとめる 

「巨人の肩の上に立つ」というシャルル・ベルナールの

言葉を用い、今までの研究者が行ってきた研究を見て

いくことで、この先に必要な研究が見え、それがオリジ

ナリティーにつながる。 

先行研究をまとめるにあたり、文献マップをテーマやキ

ーワードで分け、表にしていく方法と、論文の目次を書

きだしたものに先行研究を加え、最後の References の

部分を作っていくという２つの方法を提示してくださいま

した。 

２） 研究テーマの設定・計画 

データ収集・分析まで具体的に考えることで、使えない

データを取ることの防止や分析完了までの時間を把握

できる。分析方法は好き嫌いでなく、何を調べたいかを

はっきりさせる事で自ずと決まってくる。 

３） データ収集 

研究計画しっかり立てた後で取り始めること。倫理的問

題として事前に許可を取ることへも注意を向けておく。 

 

４） データ分析・考察 

分析はいろいろな方法で行ってみる。また、先行研究に

戻すことを忘れない。 

５） 執筆する 

初めから書かないで、まずは全体の構成図を作成する。

また、モデル（先輩の論文や先行研究）をまねることから

始めてもよい。 

６） 校正する 

ここで大切なことは、客観的に読み返すために、書いたも

のを３日～１週間は寝かせる。 

７） 文章チェックをしてもらう 

ゼミ仲間とお互いにチェックする。特に L2 で執筆してい

るときは、必ずその分野のネィティブスピーカーや業者に

チェックを依頼する。 

８） 再校正する 

文章チェックの結果に基づいて再校正するが、その際、

戻ってきたものについて何でも鵜呑みにせず、解釈のミ

スリーディングがないか、そこから波及する他の場所への

修正などをチェック。 

以上の全体を見て、最終期限から遡りバックワードで

計画をもって論文作成をしていくようにしましょうと、ご教

授頂きました。（竹田里香） 
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総務委員

会 

新規入会登録の案内や会員名簿の更新を行っています。学会入会登録手

続きや、会員からの連絡を受け登録内容の変更を行い、随時名簿を更新

し、管理しています。 

財務委員

会 

学会活動に伴う財務に関する業務を担っています。会費振込用紙の発行

や会費振込確認、年次大会の会計を行っています。 

研究大会

委員会 

年次大会や研究会の企画から開催までを担当しています。年次大会では

発表者募集、選考を行ったり、研究会では講演やワークショップの内容検討

と講師依頼を行い、各委員会との連携しながら、学会活動を運営していま

す。 

広報通信

委員会 

学会 HP や ML を通じて、年次大会、研究会等の広報活動を行っていま

す。また、ニュースレターを年一回発行し、会員に向けて活動内容を発信し

ています。 

紀要委員

会 

年次大会の発表要項集を作成しています。また、『外教学会紀要（仮称）』

の発行に向けて、現在検討を重ねています。 

幹事長 
会長の先生との諸連絡、総会の諸準備や学会の運営が円滑に行われるよう

に各委員会の活動のサポートを行っています。 

 

編集後記： 

 思うところあり、この春から仕事をセーブして、科目等履修生として学部の講義を受けています。久しぶりの学生生活は、刺激があって良

いものです。自分の子どもと言ってもよい年代の若者との接触は新鮮ですが、ただ暗記力の低下には悩まされています。試験の前は『ドラ

えもん』の「暗記パン」のことばかり考えていました。（R.H.） 

学会からのお知らせ 

「そもそも研究とは何だろう」という疑問をフロアに投

げかけ、登山家ジョージ・マロニーの名言、「そこに山

があるから」を用いて、「対象認知」、「動機」、「事象」、

「興味・関心」などの言葉をわかりやすく説明すること

からワークショップが始まった。山登りや料理は研究と

何の関連性もないと思っていたが、植木氏は山登りと

料理を研究に置き換えて、メタ認知の重要性、指導教

官との事前相談の大切さ、研究の準備不足等を当て

はめて説明を加えた。登山で登頂すると達成感を味

わうことができ、成功体験を誰かに話したくなる。それ

を研究に置き換えると一つの研究の成功が学会や研

究会での発表につながっていくことを伝えた。誰もが

一度は「研究なんてしたくない」と思うものであるが、

「研究の楽しさ」を思い出して原点に立ち返りつまずき

から脱する方法も伝授してくれた。 

ワークショップの途中で参加者にグループ討論をさ

せる場面が数回あった。どの例も植木氏自身が子ども

のときから研究に対する情熱が深かったということがわ

かるものだった。電車の車掌がどこから運転席に入る

のか、ベルリンブルーの話、気配りをどうやって測るのか、

紅白歌合戦の視聴率と勝敗の関係等、どんなことでも研究

に結びつけることができるのが植木氏の探究心の深さだと

感心した。 

最後にフロアから「楽しかった」という感想が第一声で聞

かれ、「紅白歌合戦の調査にどのくらいの時間を費やした

のか」という質問があった。最初のころは１日近くかかった

が、最近は半日で終わるとの回答であった。参加者全員が

楽しく、そして役に立つワークショップを体験した。 

（船越貴美）

ワークショップ〜研究って何？〜「研究で困らないための超入門ワークショップ」 

講師  植木美千子（関西大学大学院） 

 本学会役員の活動内容を皆様にもお知りいただき、今後の本学会発展のために、本学会役員へのご協力を頂

ければと考えております。本学会の各役員の仕事内容について、ご紹介致します。 

今後とも、外教学会をどうぞ宜しくお願い申し上げます。 

＊ 財務からの連絡です。同封いたしました振込用紙にて、お忙しいところ恐縮ですが、会費納入をどうぞ宜しく

お願い申し上げます。 


